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３－1　入館者数

郷土博物館　月別入館者数と一日平均入館者数 　　　　　　    ※グラフ 1、2

*1　一日平均入館者数＝入館者数 ÷開館日数で算出

グラフ 1　郷土博物館　月別入館者数と累計入館者数

月 開館
日数 入館者数 内団体入館 一日平均

入館者数 *1
4 月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

21 日
27日
26日
17日
27日
26日
18日
25日
24日
24日
8日
21日
264日

1647 人
2518人
2259人
2400人
3296人
2877人
2432人
3395人
2007人
2774人
1458人
4265人
31328人

3 団体　102人
6団体　123人
3団体　70人
6団体　323人
0団体　0人

8団体　274人
9団体　167人
6団体　357人
3団体　126人
6団体　386人
7団体　187人
12団体　363人
69団体　2478人

78.4 人
93.3 人
86.9 人
141.1 人
122.1 人
110.7 人
135.1 人
135.8 人
83.6 人
115.6 人
182.3 人
203.1 人
118.7 人

0
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2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

入館者数月計 1647 2518 2259 2400 3296 2877 2432 3395 2007 2774 1458 4265
入館者数累計 1647

27 26 17 27 26 18 25 24 24 8 21開館日数 21
4165 6424 8824 12120 14997 17429 20824 22831 25605 27063 31328

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

棒
グ
ラ
フ
　
月
別
入
館
者
数
（
人
）

折
れ
線
グ
ラ
フ
　
累
計
入
館
者
数
（
人
）

5,000 35,000
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グラフ 2　郷土博物館　一日平均入館者数

　
　グラフ 3　郷土博物館　平成 3年度～ 25年度　年間入館者数推移

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

年間入館者数 16,748 20,057 16,758 16,884 27,687 21,903 21,868 18,270 17,602 16,180 15,733 13,684 13,212 13,007 13,652 11,497 22,642 23,977 24,168

H10
年度

H11
年度

H12
年度

H13
年度

H14
年度

H15
年度

H16
年度

H17
年度

H18
年度

H19
年度

H20
年度

H21
年度

H３
年度

H４
年度

H５
年度

H６
年度

H７
年度

H８
年度

H９
年度

年
間
入
館
者
数
（
人
）

H22
年度

28,583
年間開館日数 279 275 278 268 268 276 281 271 279 284 274 275 279 314 305 297 284 231 249 254

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

管
理
運
営

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

管
理
運
営

1日平均入館者数 60.0 72.9 60.3 63.0 103.3 79.4 77.8 67.4 63.1 57.0 57.4 49.8 47.4 41.4 44.8 38.7 79.7 103.8 97.1 112.5

H23
年度

29,868
273
109.4

H24
年度

29,753
269
110.6

H25
年度

31,328
264
118.7
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1日平均入館者数 78.4 93.3 86.9 141.1 122.1 110.7 135.1 135.8 83.6 115.6 182.3 203.1 118.7
開館日数 21 27 26 17 27 26 18 25 24 24 8 21 264
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）
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市民会館　月別貸部屋利用団体数と利用者数　　 市民会館　月別入館者数 *2
　　　　　　　　　　　　　　   ※グラフ 4　　　　　　　　　　　　　　　　    　 ※グラフ 5

*2　月別入館者数は市民会館玄関のカウンタ計測数であり、貸部屋利用者、見学者などを合わせたものである。

グラフ 4　市民会館　貸部屋利用団体数と利用者数
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0

利用者数 874 896 1130 1332 835 1116 1396 1409 987 1378 2084 1242
利用団体数 81 82 96 91 65 88 76 98 80 85 73 107

27 26 26 27 26 26 26 24 24 25 27開館日数 25

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

月 開館
日数 利用団体数 利用者数 月 正面玄関

カウンタ数
内玄関
カウンタ数 計

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

25 日
27日
26日
26日
27日
26日
26日
26日
24日
24日
25日
27日
309日

81 団体
82団体
96団体
91団体
65団体
88団体
76団体
98団体
80団体
85団体
73団体
107団体
1022団体

874 人
896人
1130人
1332人
835人
1116人
1396人
1409人
987人
1378人
2084人
1242人
14679人

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

1705 人
2050人
2298人
2239人
2042人
2433人
2657人
3118人
1734人
3459人
2472人
2806人
29013人

1344 人
1364人
1524人
1371人
1624人
1336人
1668人
1351人
1608人
1389人
1144人
1540人
17263人

3049 人
3414人
3822人
3610人
3666人
3769人
4325人
4469人
3342人
4848人
3616人
4346人
46276人
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グラフ 5　市民会館　月別入館者数

グラフ 6　郷土博物館・市民会館　平成 19年度～ 25年度　年間入館者数推移

年間入館者数

50,000

55,000

60,000

65,000
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80,000年
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H20年度
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３－２　受贈図書一覧 
＜アイヌ文化振興・研究推進機構＞　ロシアが見たアイヌ文化　ロシア
科学アカデミー・ピョートル大帝記念人類学民族学博物館のコレクショ
ンより
＜浦幌町立博物館＞　紀要　第 13号／年報　第 13号
＜小樽市総合博物館＞　紀要　第 26号
＜札幌市総務局文化資料室＞　紀要　第 5号
＜市立函館博物館＞　紀要　第 23、24号
＜美幌博物館＞　館報  2011 ／研究報告　第 20号／博物館自然講座
　2012年度／発見！！太古の元町
＜八戸市博物館＞　研究紀要　第 27 号／収蔵資料目録　民俗編 7 ／
年報　第 30号
＜遠野市立博物館＞　佐々木喜善と宮沢賢治／西のメルヘン　東の昔話
　佐々木喜善とグリム兄弟
＜天童市西沼田遺跡公園＞　要覧・年報　2012
＜稲敷市立歴史民俗資料館＞　館報　第 7号／古山浩一　万年筆画の
世界　稲敷市を描く／御仏のかたちⅢ／新利根ノスタルジー　松田朝旭
　描き続ける日々
＜上高津貝塚ふるさと歴史の広場＞　古代のみち　常陸を通る東海道駅
路／古代の火葬と祈り　骨蔵器に記された文字／年報　第 18号
＜古河歴史博物館＞　年報　Vol.21
＜土浦市立博物館＞　紀要　第 23号／年報　第 25号
＜取手市埋蔵文化財センター＞　平将門と子孫たち
＜水戸市立博物館＞　年報　第 28号
＜小山市立博物館＞　宇宙と人の物語／館報　29号／小山で生まれた
アイヌコタンの医師高橋房次
＜佐野市郷土博物館＞　看板！かんばん？カンバン！？／田中正造と共
に　嶋田宗三家文書からたどる
＜栃木県立しもつけ風土記の丘資料館＞　吾妻古墳と藤井古墳群／年報
　第 26、27号／摩利支天塚・琵琶塚古墳と飯塚古墳群
＜栃木県立なす風土記の丘資料館＞　年報　第 20号
＜栃木県立博物館＞　研究紀要　人文　第 29号／年報　第 31号／弥
生人の祈り　東国の再葬墓
＜壬生町立歴史民俗資料館＞　壬生のサムライと日光の至宝　ＮＩＫＫ
Ｏブランドの開拓者／大名鳥居忠英と学者伊藤仁斎
＜群馬県立歴史博物館＞　紀要　第 34号
＜群馬県埋蔵文化財調査事業団＞　研究紀要 31
＜高崎市教育委員会＞　古墳の守り人　盾持ち人はにわと古墳
＜みどり市岩宿博物館＞　20 周年のあゆみ／シンポジウム　予稿集　
岩宿フォーラム 2012、2013／ 巨大遺跡の謎を追う　武井遺跡発掘
60周年／山の恵み／人が動く、時代も動く　東日本の細石刃文化を追
う／平成 24年度　年報
＜朝霞市博物館＞　川の魚たち　身近な川をしらべよう／調査報告書　
第 6集／縄文時代のアクセサリー　
＜跡見学園女子大学花蹊記念資料館＞　にいくら　№17、18
＜伊奈町教育委員会＞　伊奈叢書V
＜春日部市教育委員会＞　最後の将軍がみた春日部　野鳥と御鷹場・御
猟場／春日部市史　庄和地域　近代・現代
＜川越市立博物館＞　新河岸川舟運と川越五河岸のにぎわい／戦国時代
の河越　城・城下・村
＜サトエ記念美術博物館＞　寺井力三郎展　静謐なる日常の彼方に
＜行田市郷土博物館＞　収蔵資料目録　小川一真関係資料目録／忍の水
物語　治水と利休／武門の縁　忍・桑名・白河、幕末への軌跡／北武蔵
の埴輪　酒巻古墳群を中心として　
＜埼玉県立川の博物館＞　紀要 13 号／和船大図鑑　荒川をつなぐ舟・
ひと・モノ
＜埼玉県立さきたま史跡の博物館＞　館報　第 8号／紀要　第 7号／
古代の豪族　将軍山古墳とその時代／発掘された木の道具
＜埼玉県立歴史と民俗の博物館＞　紀要　第 7号／埼玉の夏祭り調査
概報Ⅰ／狩野派と橋本雅邦　そして、近代日本画へ／博物館ブックレッ

ト第 1、2集／要覧　第 8号
＜さいたま市大宮盆栽美術館＞　年報　第 3号
＜さいたま市立博物館＞　さいたま考古学の始まり　安岡路洋　考古コ
レクション展／岩槻藩の殿様　大名家の変遷 280年
＜戸田市立郷土博物館＞　とだっこのおもちゃ箱
＜飯能市郷土館＞　館報  第 9号／研究紀要  第 6号
＜富士見市立資料館＞　ベッドタウンの制服史／活動報告　2012／縄
文前期のムラ　富士見市とその周辺
＜ふじみ野市立上福岡歴史民俗資料館＞　子どもの学び寺子屋から戦後
の学校まで
＜旭屋呉服店＞　旭屋呉服店百年誌
＜我孫子市教育委員会＞　新聞記者・楚人冠の足跡／楚人冠と漱石　新
聞・英語・文学
＜市川市文化国際部＞　市史研究いちかわ　第 4号
＜伊能忠敬記念館＞　年報 第 14、15号
＜印西市教育委員会＞　印西の歴史　第七号／考古学公開セミナー　印
西の遺跡から縄文文化の謎を探る　記録集
＜浦安市郷土博物館＞　年報  第 10、11号
＜江戸川大学社会学部現代社会学科＞　江戸川大学博物館学芸員資格養
成課程年報　Vol.4
＜香取市教育委員会＞　市内遺跡発掘調査概報 7／清水入瓦窯跡
＜鎌ケ谷市郷土資料館＞　鎌ケ谷市史資料編Ⅳ・下／高度経済成長と
鎌ヶ谷／市史研究　第 26 号／地区の歴史と文化財 5／年報　第 25、
26号
＜君津市立久留里城址資料館＞　きみつの村々　争いと仲直りの江戸時
代　地域にのこされた裁判関係の資料から　江戸時代のきみつを読み解
きます／天災ときみつ　未曽有の災害をふり返る／年報　33
＜国立歴史民俗博物館＞　研究報告　第 175～ 180、182集／時代を
作った技　中世の生産革命／中世の古文書　機能と形／東日本大震災と
気仙沼の生活文化／年報  8、9／要覧　25年度／歴博　№177、181
～ 182
＜古典文学を楽しむ会＞　源氏物語 1～ 6／古事記／平家物語 1～ 2
＜酒々井町教育委員会＞　酒々井町ふるさと歴史読本 1～ 3／本佐倉
城跡環境整備事業報告書Ⅰ　国指定史跡本佐倉城跡整備事業にかかる環
境整備事業報告書（1）
＜芝山町教育委員会＞　芝山町史　石造物編／平成 24年度　町内遺跡
発掘調査報告書／埋蔵文化財調査報告書　第 3号
＜芝山町立芝山古墳・はにわ博物館＞　しばやま鉄道ものがたり　軽便
鉄道・幻の鉄道・芝山鉄道／はにわと共に生きる町　殿塚・姫塚古墳調
査の過去・未来
＜淑徳大学アーカイブズ＞　大巌寺と生実郷
＜城西国際大学水田美術館＞  年報　第 10号
＜市立市川自然博物館＞　年報　№23
＜市立市川歴史博物館＞　絵図から見た　いちかわ／平成 22年度　館
報
＜白井市郷土資料館＞　年報　10号
＜袖ヶ浦市郷土博物館＞　市史研究　第 16号／写真で見る袖ヶ浦の今
昔　記録集／要覧
＜館山市教育委員会＞　たてやまスタディ　知って得する館山ガイド／
館山市腰越遺跡　第 2次調査　不特定遺跡発掘調査助成事業の埋蔵文
化財調査
＜館山市立博物館＞　幕末の東京湾警備
＜館山市教育委員会＞　歴史副読本　さとみ物語　安房地方の歴史をつ
くった一族　里見氏十代 170年の軌跡
＜千葉県文書館＞　収蔵文書目録　第 26集／千葉県の文書館　第 12
号／文書館ってすごい！Ⅱ
＜千葉県無形民俗文化財連絡協議会＞　千葉県指定無形民俗文化財　椎
津のカラダミ
＜千葉県立関宿城博物館＞　研究報告　第 17号／川が結ぶ　東北地方
と江戸を結んだ利根川水運
＜千葉県立中央博物館＞　チーバくんと学ぶ深い海に暮らす生きものた
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ち／ティラノサウルス　肉食恐竜の世界　解説資料　肉食恐竜ミニ図鑑
／海の生きもの観察ノート 11／研究報告 人文科学 第 13巻　第 1号
＜千葉県立房総のむら＞　印旛沼周辺の漁と食／年報　27／野外生物
ハンドブック　いきもの歳時記
＜千葉市美術館＞　採蓮　第 16号／仏像半島　房総の美しき仏たち
＜千葉市立加曾利貝塚博物館＞　研究紀要　第 40号
＜千葉市立郷土博物館＞　研究紀要　第 19号／漆　その歴史と文化／
地図の中に日本を描く　地図製作者　峰庫治の世界
＜東京成徳大学人文学部日本伝統文化学科房総地域文化研究プロジェク
ト＞　房総を学ぶ 6／千葉のいまを知る　プロジェクト　2010～
2012
＜東邦考古学研究会＞　東邦考古　第 37号
＜長柄町教育委員会＞　史跡長柄横穴群保存整備報告書
＜流山市立博物館＞　年報　№35
＜習志野市教育委員会＞　谷津貝塚埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ　第
1、2分冊／谷津貝塚埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ　第 1、2分冊／谷
津貝塚埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ
＜成田山文化財団＞　年報　第 4号
＜野田古文書仲間＞　読んでみました野田の古文書　記念誌
＜野田市教育委員会＞　平成 25年度　教育要覧／野田市文化財報告　
第 8冊
＜野田自然保護連合会　なナ連合＞　ポケット図鑑日本の昆虫 1400　
①チョウ・バッタ・セミ／日本のいきもの図鑑　郊外編、都会編／日本
帰化植物写真図鑑／野鳥観察ハンディ図鑑　新・山野の鳥　改訂版／樹
木　見分けのポイント図鑑／増補改訂版　昆虫の図鑑　採集と標本の作
り方／山溪ハンディ図鑑 1　野に咲く花　増補改訂新版
＜野田商工会議所＞　野田商工会議所創立 60周年記念誌
＜野田戦争かたりべの会＞　野田市戦争かたりべの会　講演集 1
＜野田文学会＞　野田の文学・昭和期　文学運動の歴史にそって／野田
文学　第 2次　第 14号
＜白寿会＞　館山市腰越遺跡　特別養護老人ホーム新設に伴う埋蔵文化
財発掘調査報告書
＜船橋市飛ノ台史跡公園博物館＞　チャオ！縄文　先史飛ノ台と古代イ
タリア／紀要　第 10号／動物たちの考古学　人と動物を考える
＜松戸史談会＞　松戸史談　第 53号
＜松戸市戸定歴史館＞　プリンス・トクガワ
＜松戸市立博物館＞　紀要　第 20号／松戸の発掘 60年史　市内の遺
跡を再検討／年報　第 20号
＜薬王院＞　千葉県指定有形文化財　福秀寺薬王院　木造薬師如来立像
保存修理報告書
＜八千代市郷土歴史研究会＞　史談八千代　第 32、37号
＜八千代市立郷土博物館＞　館報  No.19
＜横芝光町教育委員会＞　横芝光町の四季　風景写真展／浄土への招待
　横芝光町の仏像展／日本の凧
＜四街道市教育委員会＞　四街道の歴史　第 8号
＜和洋女子大学文化資料館・博物館学課程＞　国府台　17号
＜足立区立郷土博物館＞　ブックレット　千住の民俗／紀要　第 34号
／足立区仏像　調査報告書／大千住展　町の繁栄と祝祭／浮世絵と近代
版画　橋　人と水辺の八十景／幕末・明治の千住の美術
＜阿部編集事務所＞　駅からのウォーキング関東
＜アルケーリサーチ＞　前野田向遺跡第 10地点発掘調査報告
＜板橋区教育委員会生涯学習課文化財係＞　根の上西方遺跡発掘調査報
告書　小茂根一丁目 23番 8号地点／志村遺跡第７地点発掘調査報告書
　志村 1-6-1 及び志村 1-6-2 地点／志村坂上西方遺跡第 3地点発掘調
査報告書／文化財年報　10
＜板橋区立郷土資料館＞　地域史シリーズ　あかつか、いたばし／年報
　第 24・25号　紀要　第 19号／板橋と馬
＜AAFネットワーク実行委員会＞　AAF 世界ネットワーク・プロジェ
クト報告書
＜大田区立郷土博物館＞　大田区まちなみ　まちかど遺産　六郷用水
＜お茶の水女子大学博物館学研究室＞　博物館実習報告　第 28、29

号
＜葛飾区郷土と天文の博物館＞　平成 24年度　葛飾区民俗資料調査報
告書　ライフヒストリーで綴る都市近郊農村の民俗と近代史 4／葛飾
区 80年　町・暮らしの移り変わり／村の暮らしを学ぶ　田んぼの活動
　田んぼに学ぶ　田んぼで出来ること／肥やしの底チカラ／平成 24年
度、平成 25年度　地域史フォーラム
＜北区飛鳥山博物館＞　ボンジュール、ジャポン　ゆかしくカワイイ、
和のかたちと風景／研究報告　第 15号／名所物語　浮世絵にみる北区
の江戸時代
＜共和開発株式会社＞　板橋区四葉遺跡C地区第 2地点発掘調査報告
書／板橋区赤塚　原遺跡発掘調査報告書／板橋区赤塚城跡遺跡第 3地
点発掘調査報告書／板橋区大門遺跡第 2地点発掘調査報告書
＜K&Bパブリッシャーズ＞　ぶらっと散歩コース　東京近郊　川越・
栃木・水戸・草津・野田・下田
＜江東区中川船番所資料館＞　もっと江東のお富士さんを楽しむための
ガイドブック
＜國學院大學博物館学研究室＞　院友学芸員　№6／博物館學紀要　第
37輯
＜実践女子大学博物館学課程研究室＞　MUSEOLOGY　No.32
＜品川区立品川歴史館＞　今井金吾コレクション目録／大井に大仏が
やってきた！　養玉院如来寺の歴史と寺宝
＜渋沢史料館＞　2007 年度　文化財講演集／ミニシンポジウム　渡米
実業団 100 周年　渋谷栄一と民間経済外交　講演集／館報　2006～
2008 年度／企画展・テーマ展講演集／祭魚洞　渋沢敬三　5315 日の
記録／祭魚洞祭／渋沢栄一と王子製紙株式会社　国家社会の為に此の事
業を起す／渋沢栄一と実業之日本　雑誌メディアに見る実業家たち／渋
沢研究　第 25、26号
＜昭和館＞　館報　第 14号／昭和のくらし研究　第 11号／中原淳一
の生きた戦中戦後　少女像にこめた夢と憧れ
＜昭和女子大学光葉博物館＞　2011.3．11　平成の大津波被害と博物
館　被災資料の再生を目指して／昭和女子大学光葉博物館コレクション
　世界の仮面
＜杉並区教育委員会事務局生涯学習推進課＞　時代が見えてくる！オ
キュパイドジャパンのおもちゃたち
＜杉並区立郷土博物館＞　甲州道中へのいざない　行き交う人・モノ／
年報　平成 23年度版　研究紀要　第 20号
＜すぎなみムーサ＞　みんなの博物館展　街角博物館運動について
＜スクールパートナーズ高校生新聞事業部＞　第 8回　地域の伝承文
化に学ぶ　コンテスト入賞作品集
＜浅草寺＞　浅草寺　佛教文化講座 　第 57集
＜大正大学教務課学芸員課程＞　けやき　年報  第 17号
＜台東区教育委員会＞　台東区の文化財　第 13集／台東区の文化財保
護　7集／文化財調査報告書　第 46、47集
＜たばこ総合研究センター＞　たばこ産業史料館　第 30号
＜たばこと塩の博物館＞　館蔵浮世絵に見る　さくらいろいろ／年報　
第 28号／嗅ぎたばこ入れ
＜東京家政学院生活文化博物館＞　年報　第 21号
＜東京家政大学博物館＞　紀要　第 18集
＜東京大学史料編纂所付属画像史料解析センター＞　研究成果報告
2013-2
＜東京都三多摩公立博物館協議会＞　ミュージアム多摩　№34
＜東京都江戸東京博物館＞　紀要 第 3号／調査報告書　第 27集
＜東京都埋蔵文化財センター＞　年報  32、33
＜利根川文化研究会＞　風よ静かに彼の岸へ　追悼・川名登先生／利根
川文化研究　36
＜日本塩業研究会＞　第 33集　日本塩業の研究
＜日本美術刀剣保存協会＞　刀剣美術　第 684号
＜日本ユネスコ協会連盟＞　世界遺産年報 2014　No.19　
＜練馬区立石神井公園ふるさと文化館＞　懐かしの風景　北原コレク
ションの世界／御・鷹・場　徳川将軍家の鷹狩／江戸時代の百科事始　
本草学者　小野蘭山の世界／常設展示ガイド／鉄腕アトム放送 50周年
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記念　アトムが飛んだ日／要覧／練馬区の博物館・美術館の共演
＜パルテノン多摩／財団法人多摩市文化振興財団＞　街から子どもが
やってきた　戦時下の多摩と学童疎開／資料叢書　第 5集／博物館部
門研究紀要　第 11号
＜ヒノックス　いい家は「無垢の木と漆喰」で建てる啓蒙室＞　いい家は
無垢の木と漆喰で建てる
＜府中市郷土の森博物館＞　紀要　第 26号
＜物流博物館＞　明治・大正・昭和の鉄道貨物輸送と小運送
＜文京ふるさと歴史館＞　受け継がれた住まい　今に生きる文京の近代
建築／年報　第 15、16号
＜碧水社＞　週刊　日本の城　第 40号
＜ポーラ文化研究所＞　マキエ　№33／化粧文化 PLUS　Volume6
＜ポプラ社＞　時代の流れがよくわかる！歴史なるほど新聞　第 6巻
＜毎日新聞社＞　没後 50年　板谷波山展
＜港区教育委員会＞　埋蔵文化財調査年報　10
＜港区立港郷土資料館＞　館報　30、31／研究紀要　15
＜武蔵大学学芸員課程＞　報告書　第 24号
＜明治大学博物館＞　年報　2012年度
＜明治大学学芸員養成課程＞　Museologist  28 ／ Museum Study  
24
＜目黒寄生虫館＞　むしはむしでもはらのむし通信　第 193号　
＜立教大学　学校･社会教育講座＞　MOUSEION　№58
＜神奈川県立歴史博物館＞　研究報告人文科学　第 39号　
＜鎌倉文化研究会＞　鎌倉　114、115号
＜秦野市教育委員会＞　太岳院遺跡　2006-02 地点　発掘調査報告書
／太岳院遺跡 9008 地点 91-1 地点 92-1 地点 92-2 地点 92-3 地点 
92-4 地点 92-5 地点 92-6 地点 93-1 地点 93-2 地点 93-4 地点 95-1
地点 96-1 地点 96-2 地点 97-1 地点 200202 地点　尾尻尾崎遺跡 
9106 地点　水神遺跡 9312 地点 9403 地点 9603 地点　今泉西堀遺
跡 9601 地 点　堂 坂 遺 跡 9204 地 点・9308 地 点・9401 地 点・
2001-04 地点・2001-06 地点　寺山遺跡 9504 地点　寺山金目原遺
跡 9608 地点・9701 地点・9804 地点・9904 地点　平沢同明遺跡 
9301 地点／文化財調査報告書 11～ 13／平沢同明遺跡　発掘調査報
告書　2004-04 地点・2004-05 地点
＜平塚市博物館＞　研究報告　自然と文化　第 36号／古文書講読会会
報　第 1～ 4 号／蔵出し！びっくり・はてな資料館／年報　第 35、
36号
＜横須賀市自然・人文博物館＞　よこすか大地と生命の歴史／館報　 
第 60 号／研究報告  自然科学　第 60 号／研究報告　人文科学　第 5
７、58号／資料集　第 37号／宝石虫の輝き　寺林コレクションのタ
マムシたち
＜横浜市歴史博物館＞　Ｎ．Ｇ．マンローと日本考古学　横浜を掘った
英国人学者／横浜市立大学コレクション・古地図の世界　　地球のかた
ちと万国の大地／火の神　生命の神　古代のカマド信仰をさぐる／海に
こぎ出せ！弥生人／紀要　第 16、17 号／資料目録　第 20、21 集／
生麦事件と横浜の村々／千歯扱き　倉吉　若狭　横浜／相模国　鎌倉郡
　鍛冶ヶ谷村と小岩井家／調査研究報告　第 8、9号／東海道保土ヶ谷
宿／東海道保土ヶ谷宿資料集／畠山重忠　横浜　二俣川に散った武蔵武
士／風景を伝える、持ち帰る　絵はがきあれこれ
＜長岡市立科学博物館＞　館報　No.97 ／研究報告　第 48号
＜新潟県立歴史博物館＞　黄金の国々　甲斐の金山と越後・佐渡の金銀
山／研究紀要　第 14号／収蔵資料目録　考古資料Ⅰ／収蔵資料目録　
中野豈任コレクションⅠ／弥生時代のにいがた
＜飯田市美術博物館＞　カミとホトケの交渉史　廃仏毀釈の爪跡
＜茅野市教育委員会＞　駒形遺跡　平成 23・24 年度保存目的のため
の確認調査報告書／新中村配水池建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報
告書
＜長野市立博物館＞　紀要　第 14 号  人文系／紀要　第 14 号　自然
系／収蔵資料目録　民俗 1　農耕具
＜松代文化施設等管理事務所＞　こども　松代みて歩き　松代の水／松
代　第 26号／松代藩と黒船来航／真田宝物館収蔵品目録　真田家旧蔵

資料目録　能楽・楽器
＜松本市立博物館＞　ダルマの人　百瀬正堂　　第 3代松本市長のま
なざし／戦争と平和展　特攻兵が飛び立つとき　松本から知覧へ
＜ミヤテック＞　戸隠　栃原　追通集落の小正月行事　セーノカミの勧
進
＜碌山美術館＞　館報　第 33号
＜みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム＞　紀要　第 12集／
年報　Ｖoｌ.12、13
＜静岡市立芹沢銈介美術館＞　芹沢銈介文集　
＜静岡市立登呂博物館＞　米づくりの今昔　見て、触って、動かす農具
＜沼津市歴史民俗資料館＞　紀要　37／資料集 27 
＜安城市教育委員会生涯学習部文化財課＞　丈山苑　年報　第 22号　
平成 24年度
＜安城市歴史博物館＞　安城の文化財　モノ語り名品展／三州に一揆お
こりもうす　三河一向一揆 450 年／千客万来　安城を彩った広告／大
交流時代　鹿乗川流域遺跡群と古墳出現前夜の土器交流／南吉が安城に
いた頃／朗読詩集　安城で紡がれた　南吉の詩
＜一宮市博物館＞　火事と喧嘩は江戸の華　火事装束／硯ことはじめ　
文房具のルーツをさぐる／年報　12／馬と人々の暮らし
＜田原市教育委員会＞　田原の文化　第 39号／埋蔵文化財調査報告書
　第 6、7集
＜田原市博物館＞　研究紀要　第 6号／生誕 100 年　杉浦明平の眼　
ルポルタージュ　自己を見失わない生き方から小説・批評・エッセイへ
の軌跡／渡辺崋山・椿椿山が描く　花・鳥・動物の美／年報　第 20号
＜鳳来寺山自然科学博物館＞　館報　第 42号
＜楽浪文化財修理所＞　文化財修理報告書　VOL.11
＜栗東歴史民俗博物館＞　紀要　第 19号
＜亀岡市文化資料館＞　かめおか子育て物語／これまでの資料館、これ
からの資料館　雑水川、クニッテル通り、技専、文化資料館、そして常
設展／館報　第 9号／丹波亀岡・風景へのまなざし
＜立命館大学国際平和ミュージアム＞　紀要　第 14号
＜大阪自然史センタ ー＞　学ぶ・楽しむ高槻の川　芥川の本
＜大阪市立自然史博物館＞　ハチまるごと！図鑑／ミニガイド　№21、
25／館報　38／大阪湾本
＜大阪歴史博物館＞　年報　平成 23、24年度
＜柏原市立歴史資料館＞　河内大橋／館報  25 ／高井田横穴群／難波
より京に至る　大道を置く
＜関西大学博物館＞　紀要　第 19号
＜除痘館記念資料室＞　緒方洪庵没後 150 周年記念　大阪の除痘館　
改訂・増補　第 2版
＜八尾市立歴史民俗資料館＞　河内木綿　綿から木綿ができるまで／館
報　平成 24年度　研究紀要　　第 24号／八尾の考古学　先人たちの
軌跡をたどる
＜三田市立有馬富士自然学習センター＞　キッピー山のラボ　展示ガイ
ドブック／来館者調査報告書　利用者による施設評価に向けて
＜播磨町郷土資料館＞　館報　24
＜元興寺文化財研究所元興寺文化財研究所民俗文化財保存会＞　研究報
告　2012
＜奈良県立民俗博物館＞　大和の祭りと芸能
＜和歌山市立博物館＞　海人の世界　発掘された海辺のくらし
＜石見銀山世界遺産センター＞　2011  年報
＜松江歴史館＞　雲州松平家の大名行列　お殿様の道中と街道／研究紀
要　第 3号／春を彩る松江の節句／松江藩士の江戸時代　雨森・黒澤
両家の伝来史料から
＜津山郷土博物館＞　津山松平藩町奉行日記　21／土の棺に眠る　美
作の陶棺／年報　平成 24年度
＜下関市立考古博物館＞　くらしとまつりの家　弥生時代から古墳時代
の建物／研究紀要　第 17号／年報　18
＜徳島市立徳島城博物館＞　ひな人形の世界　10／狩野栄川院と徳島
藩の画人たち／殿様の時代　徳島藩主峰須賀家の政治と文化／年報　第
21号／峰須賀家の装い　吉祥／峰須賀家売立目録の世界
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＜九州歴史資料館＞　年報　平成 24年度
＜福岡市博物館＞　研究紀要　第 22号
＜熊本市立熊本博物館＞　館報　№.25

＜個人＞　発行者以外が寄贈者の場合、（　）に記した。
（相浦秀也）『写真で綴る柏の今むかし』／（色川浩司）『ダメージ・コント
ロール　就活・転職・人生の道しるべ』／鎌形武久『スーパー紙とんぼ　
ワンダーランド』／木原徹也『江戸時代の清水村　名主渡辺家の文書か
ら』／坂巻美和子『女性の再就職力　いくつになっても今が旬』／佐藤和
宏『伊勢参宮日誌』／（佐藤正三郎）『利根川荒川事典』／戸辺好郎『川柳句
集　げんごろう』『川柳句集　げんごろう　第二集』『川柳句集　たらちね
　松沢敏行作品集』『川柳句集　げんごろうの海ほたる』『猫のうた』『武蔵
野の歌人折原静汀と嬰児　資料のつづり第一輯』『川柳句集　げんごろう
　第一集』『川柳句集　げんごろう　第二集』『川柳句集　げんごろうの海
ほたる』／（古矢勝）『かがやく先輩からのメッセージ』／桝田廸子『野田市
下河岸物語』／ Rosina Buckland『Painting Nature for the Nation　
Taki Katei and the Challenges to Sinophile Culture in Meiji 
Japan』

79



３－３　施設の概要

《野田市郷土博物館》
○所在地　　　　　　　　野田市野田 370 番地の 8
○施設概要
　①敷地面積　　　　　　5,057.21 ㎡（含野田市市民会館敷地）
　　　　　　　　　　　　　※その他隣接地（野田市野田 383 番地の 6）に駐車場 970.28 ㎡有り
　②建物の構造　　　　　鉄筋コンクリート 2階建
　③延床面積　　　　　　379 ㎡
　④その他付属建物　　　事務室（軽量鉄骨 2階建 33㎡）、学芸員室（木造瓦葺平屋 45㎡）、
　　　　　　　　　　　　屋外便所（木造瓦葺平屋 25㎡）、資料保管倉庫（木造瓦葺平屋 99㎡）
　⑤別施設　　　　　　　上花輪資料保管庫（軽量鉄骨 2階建 216 ㎡）
　　　　　　　　　　　　　※所在地　野田市野田 849 番地
　⑥所蔵資料点数　　　　22,625 点（平成 26年 3月現在）
　⑦資料台帳登録件数　　8,853 件

《野田市市民会館》
○所在地　　　　　　　　野田市野田 370 番地の 8
○施設概要
　①建物の構造　　　　　木造瓦葺平屋
　②延床面積　　　　　　618 ㎡
　③主要施設　　　　　　和室 10畳 2室、和室 8畳 4室、和室 6畳 2室、和室 4畳半 1室、
　　　　　　　　　　　　和室 4畳 1室、板の間約 16畳 1室他
　④その他付属建物　　　茶室 26.19 ㎡（松樹庵）
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３－４　条例・規則等

　　○野田市郷土博物館の設置及び管理に関する条例
平成18年 12月 25日
野田市条例第48号

　野田市郷土博物館設置条例 ( 昭和 33年野田市条例第 13号 ) の全部
を改正する。
　（設置）
第 1条　本市は、市民が自ら行う郷土の歴史、文化等の学習及び調査
　研究を支援するとともに、生涯学習のための市民相互の交流の場を創
　出し、もって市民の教養、学術及び文化の向上に寄与することを目的
　として、博物館法（昭和 26年法律第 285 号）の規定に基づき、野田
　市郷土博物館（以下「博物館」という。）を設置する。
　（位置）
第2条　博物館の位置は、野田市野田 370番地の 8とする。
　（開館時間等）
第3条　博物館の開館時間及び休館日は、教育委員会規則で定める。
　（事業）
第4条　博物館においては、次に掲げる事業を行う。
　（1）　歴史、文化等に係る調査研究、資料の整備及び情報の市民に対
　　　する提供を行うこと。
　（2）　歴史、文化等に係る資料の展示を行うこと。
　（3）　観察会、講習会その他の生涯学習のための市民相互の交流を促
　　　進する事業を行うこと。
　（4）　自主的な調査又は研究を行う団体の育成を図ること。
　（5）　その他博物館の設置の目的を達成するために必要な事業を行う
　　　こと。
（指定管理者の業務）
第 5 条　次に掲げる博物館の管理に関する業務は、地方自治法（昭和
　22年法律第67号）第244条の2第3項の規定により、指定管理者（同
　項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）に行わせるものとする。
　（1）　博物館の利用に関する業務
　（2）　前条に掲げる事業に関する業務
　（3）　博物館の施設及び設備の維持管理に関する業務
　（4）　その他教育委員会が定める業務
　（平 21条例 8・一部改正）
第6条から第8条まで　削除
　（平 21条例 8）
　（利用の制限）
第 9条　指定管理者は、博物館の管理上支障があると認められるとき
　は、博物館及びその保管する歴史、文化等に係る資料の利用を制限す
　ることができる。
　（利用料金等）
第 10条　博物館の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）は、無料
　とする。ただし、指定管理者が期間を定めて特別な展示を行う場合で
　教育委員会が必要と認めたときは、博物館に入館しようとする者は、
　利用料金を指定管理者に納付しなければならない。
2　利用料金は、指定管理者の収入とする。
3　利用料金の額は、500円の範囲内において、指定管理者が教育委員
　会の承認を得て定めるものとする。
4　教育委員会は、前項の承認をしたときは、その旨及び利用料金の額
　を告示するものとする。
　（委任）
第11条　この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会が定める。
　　　　附　則
　（施行期日）
1　この条例は、平成 19年 4月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、公布の日から施行する。
　（準備行為）
2　この条例による改正後の野田市郷土博物館の設置及び管理に関する
　条例（以下この項において「新条例」という。）第 5条第 2項から第 4項

　まで及び第 8条の規定による指定管理者の指定に関し必要な手続そ
　の他の行為は、この条例の施行前においても、新条例の例によりする
　ことができる。
　　　　附　則（平成 21年 3月 31日野田市条例第 8号）
　（施行期日）
1　この条例は、平成 21年 4月 1日から施行する。
　（経過措置）
2　この条例の施行前に第 1条から第 14条までの規定による改正前の
　それぞれの条例の規定によってした処分、手続その他の行為であっ
　て、野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成
　21年野田市条例第 7号。以下この項において「指定管理者条例」とい
　う。）の規定に相当の規定があるものは、指定管理者条例の相当の規定
　によってしたものとみなす。
3　この条例の施行の際現に指定管理者の指定を受けているものに対す
　る業務報告の聴取については、なお従前の例による。

　　○野田市市民会館の設置及び管理に関する条例
平成18年 12月 25日
野田市条例第47号

　野田市市民会館条例（昭和31年野田市条例第19号）の全部を改正する。
　（設置）
第1条　本市は、豊かな人間性の育成及び市民文化の高揚を図るため、
　市民相互の交流と伝統文化等の学習の場を創出し、もって市民の教養
　及び文化の向上に寄与することを目的として、野田市市民会館（以下
　「市民会館」という。）を設置する。
　（位置）
第2条　市民会館の位置は、野田市野田 370番地の 8とする。
　（管理）
第 3条　市民会館の管理は、市長と教育委員会との協議に基づく委任
　により教育委員会が行う。
　（開館時間等）
第4条　市民会館の開館時間及び休館日は、教育委員会規則で定める。
　（事業）
第5条　市民会館においては、次に掲げる事業を行う。
　（1）　講習会その他の市民相互の交流を促進する事業を行うこと。
　（2）　伝統文化の伝承のための事業及び体験学習を行うこと。
　（3）　その他市民会館の設置の目的を達成するために必要な事業を行
　　　うこと。
　（指定管理者の業務）
第6条　次に掲げる市民会館の管理に関する業務は、地方自治法（昭和
　22年法律第67号）第244条の2第3項の規定により、指定管理者（同
　項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）に行わせるものとする。
　（1）　市民会館の利用に関する業務
　（2）　前条に掲げる事業に関する業務
　（3）　市民会館の施設及び設備の維持管理に関する業務
　（4）　その他教育委員会が定める業務
　（平 21条例 8・一部改正）
第7条から第9条まで　削除
　（平 21条例 8）
　（利用の許可）
第10条　市民会館を利用しようとする者は、あらかじめ指定管理者の
　許可を受けなければならない。利用の許可に係る事項を変更しようと
　するときも同様とする。
2　指定管理者は、前項の許可をする場合には、市民会館の管理上必要
　な条件を付することができる。
　（利用の制限）
第11条　指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する場合には、市
　民会館の利用の許可を取り消し、又は許可しないことができる。
　（1）　公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあると認め
　　　られるとき。
　（2）　市民会館の設置目的に反すると認められるとき。
　（3）　その他市民会館の管理上支障があると認められるとき。
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　（利用料金等）
第12条　第 10条第 1項の規定により市民会館の利用の許可を受けた
　者（以下「利用者」という。）は、直ちに施設の利用に係る料金（以下「利
　用料金」という。）を指定管理者に納付しなければならない。
2　利用料金は、指定管理者の収入とする。
3　利用料金の額は、別表に定める額の範囲内において、指定管理者が
　教育委員会の承認を得て定めるものとする。
4　教育委員会は、前項の承認をしたときは、その旨及び利用料金の額
　を告示するものとする。
　（利用料金の減免）
第13条　指定管理者は、教育委員会規則で定める基準により、利用料
　金を減免することができる。
　（利用料金の還付）
第14条　既納の利用料金は、還付しない。ただし、指定管理者が特別
　の理由があると認めたときは、この限りでない。
　（原状回復の義務）
第15条　利用者は、施設等の利用が終わったときは、直ちにこれを原
　状に復さなければならない。
2　利用者が前項に規定する義務を履行しないときは、指定管理者がこ
　れを執行し、これに要した費用は利用者の負担とする。
　（広告及び販売行為等の禁止）
第16条　利用者は、市民会館の施設等において広告の掲示、物品の販
　売、入場料又は観覧料の徴収その他これに類する行為をしてはならな
　い。ただし、教育委員会が必要と認めた場合は、この限りでない。
　（委任）
第17条　この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会が定める。
　　　　附　則
　（施行期日）
1　この条例は、平成 19年 4月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、公布の日から施行する。
　（準備行為）
2　この条例による改正後の野田市市民会館の設置及び管理に関する条
　例（以下この項において「新条例」という。）第 6条第 2項から第 4項ま
　で及び第 9条の規定による指定管理者の指定に関し必要な手続その
　他の行為は、この条例の施行前においても、新条例の例によりするこ
　とができる。
　　　　附　則（平成 21年 3月 31日野田市条例第 8号）
　（施行期日）
1　この条例は、平成 21年 4月 1日から施行する。
　（経過措置）
2　この条例の施行前に第 1条から第 14条までの規定による改正前の
　それぞれの条例の規定によってした処分、手続その他の行為であっ
　て、野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成
　21年野田市条例第 7号。以下この項において「指定管理者条例」とい
　う。）の規定に相当の規定があるものは、指定管理者条例の相当の規定
　によってしたものとみなす。
3　この条例の施行の際現に指定管理者の指定を受けているものに対す
　る業務報告の聴取については、なお従前の例による。
　　　　附　則（平成 21年 9月 30日野田市条例第 29号）
　（施行期日）
1　この条例は、平成 22年 1月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、平成 21年 11月 1日から施行する。
　（準備行為）
2　この条例による改正後の野田市市民会館の設置及び管理に関する条
　例第 12条の規定による野田市市民会館の利用料金等に関し必要な手
　続その他の行為は、同条の規定の例により、この条例の施行前におい
　ても行うことができる。
　　　　附　則（平成 25年 12月 27日野田市条例第 40号抄）
　（施行期日）
1　この条例は、平成 26年 4月 1日から施行する。
　（経過措置）
2　この条例の施行の日 ( 以下「施行日」という。) 前にこの条例による改
　正前の次に掲げる条例の規定によりなされた許可に係る使用料及び利
　用料金については、なお従前の例による。

　(1) から (7) まで　略
　(8)　野田市市民会館の設置及び管理に関する条例
別表（第 12条第 3項）
　　　　（平 21条例 29・平 25条例 40・一部改正）

　備考　市内に住所を有しない利用者に係る利用料金の額は、上記の表
　　に定める額の 2倍の額とする。

　　○野田市郷土博物館の設置及び管理に関する条例施行規則
平成18年 12月 28日

野田市教育委員会規則第19号

　野田市郷土博物館規則（昭和 34年野田市教育委員会規則第 1号）の全
部を改正する。
　（趣旨）
第 1条　この規則は、野田市郷土博物館の設置及び管理に関する条例
　（平成 18年野田市条例第 48号。以下「条例」という。）の施行に関し必
　要な事項を定めるものとする。
　（開館時間）
第2条　野田市郷土博物館（以下「博物館」という。）の開館時間は、午前
　9時から午後 5時までとする。ただし、あらかじめ指定管理者が教育
　長の承認を得たときは、これを変更することができる。
　（休館日）
第3条　博物館の休館日は、次のとおりとする。ただし、あらかじめ指
　定管理者が教育長の承認を得たときは、臨時に休館し、又は開館する
　ことができる。
　（1）　火曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第
　　　178号）に規定する休日に当たるときを除く。）
　（2)　12月 29日から翌年の 1月 3日までの日
　（平 19教委規則 16・一部改正）
　（館外利用）
第 4条　指定管理者は、別に定めるところによりその保管する資料を
　学校その他の教育機関等が利用する場合は、館外において利用させる
　ことができる。
2　前項の規定にかかわらず、教育長が指定する資料は、館外において
　利用することができない。
　（資料の寄贈）
第5条　教育長は、資料の寄贈を受けることができる。
2　資料を寄贈しようとする者は、野田市郷土博物館寄贈申込書（別記
　第 1号様式）を教育長に提出し、その承諾を受けなければならない。
3　教育長は、前項の承諾をしたときは、資料と引き換えに受領書（別
　記第 2号様式）を交付するものとする。
　（資料の寄託）
第6条　教育長は、資料の寄託を受けることができる。
2　資料を寄託しようとする者は、野田市郷土博物館寄託申込書（別記
　第 3号様式）を教育長に提出し、その承諾を受けなければならない。
3　教育長は、前項の承諾をしたときは、資料と引き換えに受託書（別
　記第 4号様式）を交付するものとする。

室名等＼区分 午前9時から午後5時
まで1時間につき

午後5時から午後9時
まで1時間につき

松の間

竹の間

梅の間

柳の間

楓の間

藤の間

桃の間

月の間

雪の間

菊の間

松樹庵（茶室）

200 円

170 円

130 円

60 円

100 円

100 円

60 円

170 円

100 円

170 円

340 円

230 円

170 円

130 円

170 円

170 円

100 円

230 円

170 円

230 円

690 円
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4　寄託は、無償とする。
5　指定管理者は、第 1項の規定により寄託を受けた資料を博物館所蔵
　の資料と同一の注意をもって管理しなければならない。
6　寄託された資料が災害その他避けられない事故により損害を生じた
　ときは、教育長及び指定管理者はその責めを負わない。
　（費用）
第 7条　教育長は、資料の寄贈若しくは寄託を受けるため、又は寄託
　を受けた資料を返還するために要する費用の全部又は一部を負担する
　ことができる。
　（一時的な借用）
第 8条　指定管理者は、展示その他博物館の運営上必要があると認め
　たときは、あらかじめ教育長の承認を得て、博物館以外が保管する資
　料を一時的に借用することができる。
　（利用者の遵守事項）
第9条　利用者は、次に掲げる事項を守らなければならない。
　（1）　施設を損傷し、又は汚損しないこと。
　（2）　指定管理者の許可なく資料に触れないこと。
　（3）　騒音若しくは怒声を発し、又は暴力を用いる等他人に迷惑を及
　　　ぼす行為をしないこと。
　（4）　前 3号に掲げるもののほか、管理上必要な指示に反する行為を
　　　しないこと。
第10条　削除
　（平 21教委規則 2）
　（指定申請書等）
第11条　野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例
　（平成 21年野田市条例第 7号。以下「手続条例」という。）第 3条の申
　請書は、野田市郷土博物館指定管理者指定申請書（別記第 5号様式）
　とする。
2　手続条例第 3条に規定する規則で定める書類は、次に掲げるとおり
　とする。
　（1）　定款、規約その他これらに類する書類
　（2）　法人にあっては、当該法人の登記事項証明書
　（3）　当該申請書を提出する日の前事業年度の収支計算書及び事業報
　　　告書
　（4）　当該施設の管理に関する業務の収支予算書
　（5）　その他教育委員会が必要と認める書類
　（平 20教委規則 6・平 21教委規則 2・一部改正）
　（選定等の通知）
第 12条　教育委員会は、手続条例第 4条の規定による審査をしたと
　きは、その結果を野田市郷土博物館指定管理者選定結果通知書（別記
　第 6号様式）により通知するものとする。
2　教育委員会は、手続条例第 5条の規定により指定管理者を指定した
　ときは、野田市郷土博物館指定管理者指定通知書（別記第 7号様式）
　により通知するものとする。
　（平 21教委規則 2・一部改正）
　（業務報告書の記載事項）
第13条　手続条例第 10条の業務報告書には、次に掲げる事項を記載
　しなければならない。
　（1）　博物館の管理の実施状況及び利用状況
　（2）　博物館の管理に係る経費の収支状況
　（3）　前2号に掲げるもののほか、教育委員会が特に必要と認めた事項
　（平 21教委規則 2・一部改正）
　（委任）
第14条　この規則の施行に関し必要な事項は、教育長が定める。
　　　　附　則
　（施行期日）
1　この規則は、平成 19年 4月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、公布の日から施行する。
　（準備行為）
2　指定管理者の指定に関し必要な手続その他の行為は、この規則の施
　行前においても、第 10条から第 12条までの規定の例によりするも
　のとする。
　（野田市郷土博物館協議会運営規則及び野田市郷土博物館の職員の職
　名に関する規則の廃止）

3　次に掲げる規則は、廃止する。
　（1）　野田市郷土博物館協議会運営規則（昭和 34年野田市教育委員会
　　　規則第 2号）
　（2）　野田市郷土博物館の職員の職名に関する規則（平成元年野田市
　　　教育委員会規則第 13号）
　　　　附　則（平成19年12月28日野田市教育委員会規則第16号）
　この規則は、平成 20年 4月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 20年 10月 1日野田市教育委員会規則第 6号）
　この規則は、平成 20年 12月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 21年 3月 31日野田市教育委員会規則第 2号）
　この規則は、平成 21年 4月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 23年 5月 26日野田市教育委員会規則第 6号抄）
　（施行期日）
1　この規則は、公布の日から施行する。
　（経過措置）
2　この規則の施行の際現にあるこの規則による改正前の旧教育委員会
　規則の様式の用紙については、当分の間、これを取り繕って使用する
　ことができる。

　　○野田市市民会館の設置及び管理に関する条例施行規則
平成18年 12月 28日

野田市教育委員会規則第20号

　（趣旨）
第1条　この規則は、野田市市民会館の設置及び管理に関する条例（平
　成 18年野田市条例第 47号。以下「条例」という。）の施行に関し必要
　な事項を定めるものとする。
　（開館時間）
第2条　野田市市民会館（以下「市民会館」という。）の開館時間は、午前
　9時から午後 9時までとする。ただし、あらかじめ指定管理者が教育
　長の承認を得たときは、これを変更することができる。
　（休館日）
第3条　市民会館の休館日は、次のとおりとする。ただし、あらかじめ
　指定管理者が教育長の承認を得たときは、臨時に休館し、又は開館す
　ることができる。
　（1）　火曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第　
　　　178号）に規定する休日に当たるときを除く。）
　（2）　12月 29日から翌年の 1月 3日までの日
　（平 19教委規則 16・一部改正）
　（利用の手続）
第4条　市民会館を利用しようとする者（以下「利用希望者」という。）は、
　野田市市民会館利用申請書（別記第 1号様式）を指定管理者に提出し、
　許可を受けなければならない。
2　前項の規定にかかわらず、利用希望者は、電話その他の方法により、
　指定管理者に次に掲げる事項を明らかにして利用の予約をすることが
　できる。
　（1）　利用する室名等
　（2）　利用する日時
　（3）　利用する目的
　（4）　利用する人数
　（5）　利用する備品、器具等
　（6）　前 5号に掲げるもののほか、必要な事項
3　前項の規定により予約をした者は、第 1項の申請書を提出したもの
　とみなす。
4　利用希望者は、利用しようとする日の 2月前から第 1項の申請書を
　提出し、又は第 2項の予約をすることができる。ただし、指定管理者
　が必要と認めるときは、この限りでない。
　（利用の許可）
第 5条　指定管理者は、市民会館の利用を許可したときは、野田市市
　民会館利用許可書兼領収書（別記第 2号様式）を利用料金と引き換え
　に利用希望者に交付するものとする。
　（利用の変更等）
第 6条　利用希望者は、市民会館の利用の内容を変更し、又は取りや

83



　めようとするときは、あらかじめ指定管理者に届け出なければならな
　い。
　（利用料金の減免）
第7条　条例第 13条の規定による減免を受けようとする者は、野田市
　市民会館利用料金減免申請書（別記第 3号様式）を指定管理者に提出
　しなければならない。
　（減免の基準）
第8条　条例第 13条に規定する教育委員会規則で定める基準は、次の
　とおりとする。
　（1）　官公署が主催する諸行事及び会議等に利用する場合は、利用料
　　　金を免除する。
　（2）　前号に掲げるもののほか、指定管理者が利用料金を減免する必
　　　要があると認めるときは、教育長の承認を得てその都度定める額
　　　を減免することができる。
　（利用者の遵守事項）
第9条　利用者は、次に掲げる事項を守らなければならない。
　（1）　施設を損傷し、又は汚損しないこと。
　（2）　指定管理者の許可なく備品、器具等を利用し、又は移動しない
　　　こと。
　（3）　騒音若しくは怒声を発し、又は暴力を用いる等他人に迷惑を及
　　　ぼす行為をしないこと。
　（4）　前 3号に掲げるもののほか、管理上必要な指示に反する行為を
　　　しないこと。
　（職員の立入り）
第10条　指定管理者は、市民会館の管理上必要と認めるときは、指定
　管理者の指定した職員を、利用している施設に立ち入らせることがで
　きる。
　（利用の制限）
第11条　指定管理者は、条例第 11条の規定により市民会館の利用を
　制限した場合は、野田市市民会館利用制限通知書（別記第 4号様式）
　を交付するものとする。
第12条　削除
　（平 21教委規則 2）
　（指定申請書等）
第13条　野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例
　（平成 21年野田市条例第 7号。以下「手続条例」という。）第 3条の申
　請書は、野田市市民会館指定管理者指定申請書（別記第 5号様式）と
　する。
2　手続条例第 3条に規定する規則で定める書類は、次に掲げるとおり
　とする。
　（1）　定款、規約その他これらに類する書類
　（2）　法人にあっては、当該法人の登記事項証明書
　（3）　当該申請書を提出する日の前事業年度の収支計算書及び事業報
　　　告書
　（4）　当該施設の管理に関する業務の収支予算書
　（5）　その他教育委員会が必要と認める書類
　（平 20教委規則 6・平 21教委規則 2・一部改正）
　（選定等の通知）
第 14条　教育委員会は、手続条例第 4条の規定による審査をしたと
　きは、その結果を野田市市民会館指定管理者選定結果通知書（別記第
　6号様式）により通知するものとする。
2　教育委員会は、手続条例第 5条の規定により指定管理者を指定した
　ときは、野田市市民会館指定管理者指定通知書（別記第 7号様式）に
　より通知するものとする。
　（平 21教委規則 2・一部改正）
　（業務報告書の記載事項）
第15条　手続条例第 10条の業務報告書には、次に掲げる事項を記載
　しなければならない。
　（1）　市民会館の管理の実施状況及び利用状況
　（2）　市民会館の管理に係る経費の収支状況
　（3）　前2号に掲げるもののほか、教育委員会が特に必要と認めた事項
　（平 21教委規則 2・一部改正）
　（委任）
第16条　この規則の施行に関し必要な事項は、教育長が定める。

　　　　附　則
　（施行期日）
1　この規則は、平成 19年 4月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、公布の日から施行する。
　（準備行為）
2　指定管理者の指定に関し必要な手続その他の行為は、この規則の施
　行前においても、第 12条から第 14条までの規定の例によりするも
　のとする。
　　　　附　則（平成19年12月28日野田市教育委員会規則第16号）
　この規則は、平成 20年 4月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 20年 10月 1日野田市教育委員会規則第 6号）
　この規則は、平成 20年 12月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 21年 3月 31日野田市教育委員会規則第 2号）
　この規則は、平成 21年 4月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 23年 5月 26日野田市教育委員会規則第 6号抄）
　（施行期日）
1　この規則は、公布の日から施行する。
　（経過措置）
2　この規則の施行の際現にあるこの規則による改正前の旧教育委員会
規則の様式の用紙については、当分の間、これを取り繕って使用するこ
とができる。

　　○野田市郷土博物館資料館外利用規程

　（趣旨）
第 1条　この規程は、野田市郷土博物館の設置及び管理に関する条例
　施行規則（平成 18年野田市教育委員会規則第 19号）第 4条に規定す
　る野田市郷土博物館資料（以下「資料」という。）の館外利用について必
　要な事項を定めるものとする。
　（資料の館外利用の限度）
第2条　資料の館外貸出しは教育委員会の承認を得て指定管理者（野田
　市博物館の設置及び管理に関する条例（平成 18 年野田市条例第 48
　号）第 5条第 1項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）の定めた
　範囲で行うものとする。ただし、指定管理者は、資料を貸出ししたと
　きは博物館資料館外貸出し報告書（別記第 1号様式）により教育委員
　会に報告しなければならない。
　（利用者）
第3条　資料には次に掲げる教育機関及び教育団体等で教育、学術、
　文化に関する調査、研究又は普及の用に供することを目的とするもの
　に限り利用させるものとする。
　（1）　博物館
　（2）　学校及び公民館、図書館
　（3）　その他指定管理者が適当と認めたもの
　（貸出しの期間）
第4条　資料貸出しの期間は 15日以内とする。ただし、指定管理者が
　特別の事由があると認めたときは期間を延長することができる。
　（利用の手続き）
第 5条　資料の館外利用をしようとするものは博物館資料借用申込書
　（別記第 2号様式）を利用前 15日までに指定管理者に提出し、その承
　認を受けるものとする。
2　指定管理者は、前項の規定により承認した場合は、博物館資料館外
　貸出し承認通知書（別記第 3号様式）により利用者に通知するものと
　する。
3　前項に規定により承認を受けたものは博物館資料借用書（別記第 4
　号様式）を指定管理者に提出し、資料を借り受けるものとする。
　（経費の負担）
第6条　資料の館外利用に必要な経費は利用者の負担とする。
　（損害の弁償）
第 7条　利用者の責に帰すべき事由により、資料を汚損、き損又は滅
　失した場合は利用者は修理又は相当額を弁償しなければならない。
　　　　附　則
　この規程は平成 19年 4月 1日より施行する。
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３－５　施設の運営組織

　野田市郷土博物館と野田市市民会館は平成 19 年度より指定管理者であるNPO法人野田文化広場に
よって一体的に管理運営されている。NPO法人野田文化広場は平成 17 年設立（平成 17 年 5月法人格
認証）し、設立当初より「文化によるまちづくり」を掲げ、寺子屋講座、観月会、山中直治記念コンサー
トといったまちづくり事業、キャリアデザイン事業に取り組んできた。指定管理者として選定されてか
らは、従来のイベントは自主事業として継続しながら、新たに博物館企画事業委員会および博物館経営
委員会を組織し、野田市の承認を得た事業計画を元に郷土博物館・市民会館の指定管理事業の企画・実
施にあたっている。

３－６　役員

理 事 長
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
監　　事

古谷光裕
秋葉啓子
小林照男
須田敏男
染谷幸雄
中村政道
圓﨑直之

副理事長
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
監　　事

山本章裕
足立博志
下津谷達男
関根一男
髙梨綾子
土生谷博之
鈴木正憲

理事（事務局長）
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
顧　　問

金山喜昭
石山啓二郎
神宮善太郎
染谷　慧
田中鐘一
皆川浩一
茂木佐平治

３－７　職員

館　　長
学 芸 員

関根一男
大貫洋介

学 芸 員
学 芸 員

柏女弘道
岩田明日香

学 芸 員
事 務 員

田尻美和子
澁谷由梨子
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4　博物館評価



博物館評価（2013年度）

Ⅰ　博物館評価について
　2010 年度より、当館では事業戦略会議ワーキングチームを立ち上げて、博物館評価（自己評価）の作
業を開始した。この博物館評価は、NPOが指定管理者として管理運営をする中で、事業のみならず博
物館活動全般において、それまで行ってきたことをチェックして改善をはかるために実施している。
ワーキングチームのメンバーはNPO法人野田文化広場事務局長と学芸員 4名で、検討内容の途中経過
は随時、その間に開かれた企画事業委員会や法人の理事会で報告して意見を聴取してきた。
　博物館評価表（A3折込）は、当館の３つのミッション（13ページ）を大項目とし、これに対応するよう
にして、それぞれの具体的な目標となる中項目を設定した上でさらに具体的な評価指標の項目をあげ
た。そこに、指定管理運営となった 2007 年度以降のデータを入れ、経年的な推移を示している。また
モニタリング調査等で収集したデータを加えている。

Ⅱ   自己分析（Check）
①博物館機能を充実させる
　資料収集や調査研究等の博物館の基礎機能を充実させる。博物館の基礎機能とは、博物館の存在基盤
であるコレクションのマネジメントである。2007 年度以降、本格的なコレクションの収集、整理、保
管管理と公開に向けた準備作業を行ってきた。また、その情報を公開することも進めている。

【現状評価】
　資料収集の状況について、収蔵点数（1）は昨年度と比べ微増した（398 点）が、寄贈された資料件数
（2）は前年度の約半分で、例年並みであった。これは、2013 年度は 1件複数点の写真や紙資料の寄贈や
購入が、前年度よりも多かったためである。収集方法は寄贈や購入を主とし、不必要な寄託が行われな
いよう留意されている (3)。資料購入は 2012 年度より予算が 10万円減額され、90万円となっている。
2013 年度もこの予算を効果的に活用して必要な資料を購入することができたと考えられる（4）。なお昨
年度より表示している移管された資料件数（5）であるが、昨年度に引き続き移管資料はなかった。
　資料の保管状況について、2013 年度は隔年で実施している収蔵庫の燻蒸の実施年であり、2月に燻
蒸を行った（6）。また、収蔵庫の定期的なモニタリングを続けており、異変があればすぐに気づくこと
ができる体制がとられている。なお前年度からの回数の減少については、他業務との兼ね合いから点検
間隔が間延びしたことが原因である (7)。虫害等は発生していないが、今後は前年度並みの年間 10回を
目途に計画的に点検を行う予定である。
　昨年度より計測を開始した、資料再整理業務の実施状況を表す収蔵庫での作業日数（8,9）については、
本館収蔵庫の日数が大きく減っているが、これは昨年度が収蔵庫内での資料の移動等の物理的な作業が
多かったのに対し、それがひと段落した本年度はさらなる改善に向けた収蔵庫内資料棚の新規設置計画
策定や資料データベースへの入力など、収蔵庫内に入らないでも行える作業を行っていたためである。
　学芸員の活動について、学芸員の講演回数は例年に比べて少ない回数となっている（10）。対して学芸
員による館外調査の件数は例年にくらべ増加している（11）が、これは市内の絵馬を扱った特別展にお
いて、寺社やお堂などの現地調査の機会が多かったことと、文部科学省の学芸員等在外派遣研修制度を
利用し、学芸員 1名が 1ヵ月間イギリスに研修に行ったためである。館蔵資料閲覧の件数（12）は例年
よりも少なかった。新規収蔵資料の公開は引き続き企画展「野田に生きた人々　その生活と文化」の展示
スペースの半分を充てて行い受け入れ件数ベースですべて紹介をした（13）。博物館の資料収集活動につ
いての市民への説明責任を果たすと同時に、展示内容に変化を生み出す意味でも効果的に機能してい
る。資料貸出件数は例年並み（14）であるが、ここ数年は小学校からの昆虫標本の貸出依頼が続いてお
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り、博物館施設だけでなく、学校教育の現場でも館蔵資料が活用されている点は評価できよう。また、
これまで「写真貸出件数」としていた枠は、今年度より「画像の提供、利用許可件数」とした（15）。これは、
紙媒体だけでなくテレビ番組内での画像利用やWeb 上での利用などが主となってきている現状に合わ
せたものであり、その分前年度までに比べて大きく増加している。
【改善を要する点等】
　前年度より引き続き良好に経過していると思われる。

②利用者サービスを図る
　すべての利用者に開かれた博物館として、幅広い層の人びとが来館することを目指している。そのた
めに、公共施設としての基本的な機能を維持し、さらに館内施設の充実や利用者・関係者の満足度やニー
ズを把握して質の高い市民サービスを提供することを心掛けてきた。

【現状評価】
　博物館、市民会館ともに通常ベースの開館日数であった（16,17）。博物館の総入館者数は昨年度と比
較して増加し、初めて 3万人を超えた（18）。そのため、1日平均入館者数も、博物館は計測開始以降最
多となった（19）。リピーター率はこれまでの最大値（54.2％）となった（20）。内訳をみると、日本刀展以
外、リピーターが過半数を超えている状況にあった。さらに、これまで初めて博物館を利用した「新規
来館市民の割合」も 21.1% と大きく増加しており（37）、新規来館者とリピーターの双方が増加したこ
とが、総入館者数の増加につながったと思われる。今後も新規来館市民の獲得とリピーターの定着をバ
ランスよく行っていきたい。
　市民会館の方では、総入館者数、1日平均入館者数、貸部屋稼働率ともに前年度とほぼ同数であった
（21,22,23）。また、貸部屋利用団体数はやや上がり、市内外の利用を合わせて 1,000 件を超え、過去最
大となった（24,25）。これは、新たに定期利用を行う団体が出てきたことが影響していると思われる。
利用者が増加すると同時に後述する利用マナーの問題も表面化してきており、何らかの対策が必要であ
る。2011 年度以降実施していない貸部屋利用者満足度（28）についても、来年度に実施すべきであろう。
続いて、来館者が利用に満足しているかどうかのチェックである。展覧会の満足度、施設の雰囲気や居
心地に対する満足度はいずれも微増した（26,27）。展覧会の満足度については、特別展「野田の絵馬」の
内容評価がきわめて高かった（94.0pt）ため、それが全体を引き上げた結果と言える。その他の展示につ
いても生活文化展以外は 85pt を超えており、今後もこれ以上の値を維持することが望ましい。
　職員・スタッフの対応を受けた来館者の割合は当年度も引き続き高く（29）、対応の満足度も本年度
も引き続き 90ポイント超えの高い値を保った（30）。これは博物館ボランティアやガイドボランティア
の活躍に依るところが大きいと考えられる。
　博物館刊行物の販売（32）は、特別展図録「野田の絵馬」が非常に好調な売れ行きを示し、会期終了前
に完売となった。市内の多くの寺社に出品や調査でのご協力を頂いたため、氏子会などの関係者が多く
買い求めていったためと考えられる。会期中は一般の来館者も買い求めることができるようにしたいた
め、大量に在庫を抱えることが無いように留意しつつも、売れ行きを予測して今後の図録の印刷冊数を
検討していきたい。また刊行物以外の品物の売り上げはこれまでに比べて少ない（33）が、2011 年度に
販売を始めたストラップの在庫が僅少となったことと、2012 年度はチャリティ映画の上映会を行って
いるためである。今年度の新たな取り組みとしては、市民の文化活動報告展「知ろう！みつけよう！野
田の自然　いま・むかし」に合わせて、昆虫と野草のカンバッジを 1個 100 円で展示室内のガチャポン
マシンで会期限定で販売し、会期中に 350 個を売り上げるなど好評であった。単価が安いため、売上金
額としては大きなものではなかったが、明確な展示関連グッズとしては初めての取り組みであり、今後
のグッズ展開を考える上でも良い機会となった。

93



【改善を要する点等】
　刊行物以外の品物の売り上げ（33）について、市民の文化活動報告展の関連グッズとしてカンバッジ
の製作・販売を行ったが、その期間以外は新たなグッズ販売は行わなかった。展示関連グッズについて
は今後も機会を見つけて行う一方で、今後は恒常的に販売できるグッズの開発を行っていく必要がある
と感じられる。
　貸部屋利用団体（24、25）が増加している一方で、年度後半より、ゴミの置き去りや指定外の場所で
の喫煙などをはじめとする利用者マナーの問題も感じられる。これは新規利用団体に限らず、全体の傾
向として増えてきている。部屋を利用出来る文化財施設として長く市民に活用されていくためにも、掲
示や対面でのコミュニケーションを通じて利用者へのルールの順守をお願いしていきたい。

③ 市民の交流の拠点にする
　市内の様々なコミュニティに属する団体と広く連携をし、博物館がコミュニケーションの推進役となるこ
とで、地域の活性化・まちづくりに繋げていくことを目指してきた。

夏の新規採用教職員研修の場で、学校での博物館の利用方法について紹介を行っていることが件数の増
加につながっていると考えられる。「昔のくらし」での来館に対しては、近年は「なつかしの道具探究会」
とともに、生活道具資料を閲覧させるだけでなく、火熨斗などの実演も交えて解説・体験を行っている。
生活道具を活用した小学校見学への対応は今後も当館の強みとして伸ばしていくポイントである。ま
た、今年度は寺子屋講座 100 回記念シンポジウムを 7月に開催し、会場の 1室に歴代の講師の現在の
活動を紹介する展示・交流スペースを設けた。19 人の講師から出品があり、シンポジウムの合間に多
くの参加者が訪れ交流する姿が見られた。交流の場として機能しただけでなく、講座で話した講師の現
在の活動を紹介することは、キャリアデザインの観点からも有益な取り組みであったといえよう。また、
市民の文化活動報告展によってこれまであまり連携が図られていなかった自然関係の市民団体と連携を

【現状評価】
　交流事業は、予定していた観
月会が昨年度に続き台風で中止
のため2回となったが、十分な
来場者を得たと考えられる
（38）。なお中止となった観月会
には123人の参加申込者がい
た。さまざまなコミュニティと
の連携（39～ 43）では、小中校、
市民団体で特に多くの新規の連
携関係を得た。本年度新たに関
係のあった団体の具体的な概要
は表１の通りである。
　本年度は小学校からの団体
見学がこれまでで最も多く
（11 件）、新たに来館した学校
や学年が小中高の新規件数と
なっている。特に冬場の「昔の
くらし」の単元での 3年生の来
館が多く、半数以上を占める。

コミュニティ
の種別

小中高専
小中高専
小中高専
小中高専
小中高専

各種（その他）
市民団体
市民団体
市民団体
市民団体
市民団体
市民団体
市民団体
市民団体
市民団体
市民団体
市民団体
行政

団体・グループ名

野田市立中央小学校夏休み教室1～6年生
野田市立関宿小学校3年生
野田市立二川小学校3年生
野田市立二ツ塚小学校3年生
野田市立福田第一小学校3年生
池松武之亮いびき研究所・資料館
グループうえっと
サンクチュアリ野田
なかよし自然隊
野田の樹木を見て歩こう会
野田野鳥同好会
野の草
花の会･野田
野田吟詠同好会
野田地方史懇話会絵馬部会
利根運河大師護持会
東日本へ笑顔を送る会
野田市立興風図書館

内容

小学校見学
小学校見学
小学校見学
小学校見学
小学校見学
寺子屋講師
企画展、関連事業
企画展、関連事業
企画展、関連事業
企画展、関連事業
企画展
企画展、関連事業
企画展
ミュージアム・コンサート出演
特別展
寺子屋講師
寺子屋講師
寺子屋講師

表 1　新たに連携をした団体・グループ（2013年度）
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図れたことも評価できる。
【改善を要する点等】
　各種団体（農・商工・医療福祉）（41）のうち、例年の課題となっている医療福祉関係との連携について、
今年度は学芸員 1名が文部科学省の学芸員等在外派遣研修を利用し、イギリスの博物館で 1ヵ月間、
博物館におけるソーシャル・インクルージョン活動の調査を行った。当分野は医療福祉とかかわりが深
いため、今後調査結果を活かした事業を展開していきたい。

④市民や市役所との意思疎通を図る
　博物館職員と市民とが対等にコミュニケーションをすること、管理課との意思疎通をスムーズに行
い、円滑な博物館運営につなげることを目指してきた。

【現状評価】
　市民と意思疎通をする機会として、特別展オープニングレセプションを一つの象徴的な場と考えてい
る。2013 年度は絵馬展でご協力をいただいた市内寺社の関係者らが多く来場してくださった（46）。ま
た、2012 年度より設けられた博物館懇談会も定期的に開催された（47）。2013 年度は 3回開催し、市
民委員 5名に向けて展示等の事業報告や事業計画について説明をし、いずれの回も有益なご指摘をい
ただいた。また、適切にターゲットにメッセージを届けるチラシのあり方や、今後展開を検討している
ソーシャル・インクルージョンに関する事業について意見交換をすることができた。本懇談会は博物館
評価の一環として位置付けられるものであり、懇談会議事録はホームページでも公開をしている。
　次に行政（本庁）と博物館との関係について、市職員の来館回数（48）は増加傾向にあるが、博物館職
員の訪庁回数（50）は減少している。減少してはいるものの、開館日である土日祝日は市役所が閉まって
いることも勘案すれば、平日は平均して 2日に一度は訪庁しており、回数の減少によって意思疎通に
問題が出ているという状態を示しているわけではないと考えられる。市長、副市長、教育長の来館回数
は、10 月に野田・関宿合併 10 周年記念として誘致した将棋の竜王戦が当館（市民会館）で開催された
ため、それに伴う来館があり増加している（49）。
【改善を要する点等】
　全体として良好に推移していると思われる。

⑤博物館の活動を広める
　情報発信をし、市民が博物館の情報を入手しやすい環境を作ってきた。また、メディアに取り上げて
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もらうことによって、博物館や野田の魅力の向上に努めてきた。

【現状評価】
　TV、雑誌、新聞掲載が昨年度同様、やや低調の年度であった（51、52）。10 月に当館（市民会館）で竜
王戦が行われたが、2010 年度の名人戦の時と異なり、会場としての当館に対する取材は無かった。こ
れは主催者である新聞社のスタンスの違いなどに起因すると思われる。今年度よりリニューアルした
ホームページでは、訪問者数が大きく減少している（54）が、これはアクセス解析ソフトの変更による
ものであり、実際に訪問者数が下がっているようには体感的には感じられない。むしろ、新規開設した
メールフォームを利用しての講座申込や問い合わせの増加、またホームページで基本的な情報を確認し
た上での電話問い合わせが増加している印象があり、リニューアルページが効果的に活用されていると
考えられる。本年度の数値をベースに、今後の経過を見ていきたい。
【改善を要する点等】
　メディアによる情報発信が低調であった背景として、テレビにおいてはケーブルテレビの取材回数の
減少がある。これは、本年度内にケーブルテレビ会社側で合併等があったことも要因の一つと考えられ
る。例年 4~5 件の事業が取材されていたが、本年度は事業の取材は 0であった。来年度以降の動向を注
視しながら、広報戦略を再検討していきたい。また、新聞においても展覧会以外に新聞に取り上げられ
た記事が無かった。展覧会の記事数は、例年に比べて際立って少ないわけではないため、その他の面で
新聞の目を引く取り組みが少なかった年度だったともいえよう。メディアに取り上げられることを目的
とした事業を行う予定はないが、マンネリによる停滞を引き起こさないためにも、こうした指標は常に
意識をし、効果的な情報提供に努めていく必要があろう。

⑥市民のキャリアデザインに貢献する
　市民が、キャリアデザイン事業に関心をもって参加することを目指した。また、ライフキャリアの各
段階に応じた支援をすることで、市民が、学習目標の達成、キャリアの再設計、社会参加や地域貢献へ
つなげていけるようにした。

【現状評価】
　寺子屋講座の平均参加者数（56）、キャリアデザイン事業の平均参加者数（57）は安定して推移してい
る。市民参加型企画展の平均入館者数（55）はわずかに減少しているが、本年度に実施した日本刀展が通
常の企画展に比べて会期が短かった（約 1ヵ月）ことが要因であり、1日平均入館者数で比べれば大きく
増加している。親子、3世代来館の割合は約半分となった（58）が、一昨年と同程度の数値であり、今後
の変化を追っていきたい。
　市民のキャリアのステップアップにおいては、野田古文書仲間が昨年度末に開催した文化活動報告展
を受けて、多くの新規会員が入会するなど、会としてのステップアップが見られる（60,61）。一方、な
つかしの道具探究会も安定的に活動を続けている（62,63）。
　博物館ボランティアは本年度より 4名が新規に加わり、13 人体制となったことで、活動延べ人数は
これまでで最も多くなった（68）。増員の目安であった開館日中の常時有人化はシフト上達成され、さら
に博物館開館日264日中、実際の業務従事日は220.5日（62ページ参照）となり、有人日は8割を超えた。
博物館ボランティアによる対応は来館者から好評を得ており、展示アンケート（41～45 ページ）やモニ
タリング調査（30）からもうかがうことができる。
【改善を要する点等】
　自主研究グループにおいては、野田古文書仲間は次年度以降は自主活動に移行する。今後、新たなグ
ループの立ち上げにつながる新規講座の実施、そしてグループ結成後は中長期的な視点で講座の実施や
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サポートのあり方を検討していく必要があろう。人材バンクについては、依然として内部的な活用に留
まっており、利用は少ない（66,67）。学校関係者やNPOなどを念頭に、活用を図れるように整備を進
めていきたい。
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9件

541冊
356,620円
68.9 pt
85.2 pt
10回
13.6％

227人／3回

31件

9件

54件

27件

12件

52.3％
2,700枚

2012年度
22,227点
179件
2件

33件/828,200円
0件
0回
9回
33日

13日
9件
75件
35件
100%

7件
28件
269日
308日
29,753人
110.6人
52.2%
47,114人

153.0人
96.4%
933件
30件
85.4pt
84.4pt
ー
85.8%
90.9pt
9件

685冊
351,153円
86.9pt
82.5pt
5回
15.7%

240人／2回

36件

9件

55件

33件

14件

43.5%
－

凡例
当館蔵の資料総数。1件に複数点の資料が含まれる場合、点で計上。
当該年度に市民等から寄贈された資料数。資料台帳に登録された件数で計上。
当該年度に寄託された資料数。資料台帳に登録された件数で計上。寄託資料の
ため、所有者に返却することで数が減じた場合は-で相殺する。
当該年度に購入した資料数。資料台帳に登録された件数／購入総額を記載。
当該年度に移管された資料数。資料台帳に登録された件数で計上。
収蔵庫内の燻蒸の実施回数。
展示室と収蔵庫に設置している虫害検査用粘着トラップの点検回数。
本館収蔵庫に入庫し、清掃や整理等、資料整理（再整理含む）に関する作業を
行った日数。
上花輪収蔵庫に行き、資料整理等の作業を行った日数。
学芸員が業務内および業務外で講師等をつとめた件数。
学芸員が展覧会や資料調査等の目的で、館外で調査を行った件数。
展示をしていない館蔵資料に対して閲覧申請を受け、対応をした件数。
前々年度と前年度に寄贈、寄託、購入により収集した資料を、展示や特別公開
等の手段で一般公開した割合。寄贈者数をベースに計上（複数点ある“資料群”
を収集した場合はそのうちの1点以上を公開）。また、調査参考目的で収集し
た資料（古書籍等）は対象外とする。
他機関への博物館資料等の貸出件数。
他機関への博物館資料等の写真（ポジ、データ）等の貸出件数。
火曜日・年末年始などの定期休館日、整備工事、展示替えやイベント等に伴う
臨時休館日を除いた、年間の開館日数。
博物館開館日の入館者数。入り口のカウンタで計上。
博物館開館日の入館者数を開館日でならしたもの。
年間の展覧会アンケート回収枚数のうち、来館回数が2回目以上とした回答の割合。
市民会館開館日の入館者数。正面玄関と内玄関の2箇所の入り口のカウンタで
計上。
市民会館開館日の入館者数を開館日でならしたもの。
市民会館の開館日のうち、貸部屋が利用された日の割合。
貸部屋申込団体のうち、市内の団体あるいは在住者が申し込み、利用した件数。
貸部屋申込団体のうち、市外の団体あるいは在住者が申し込み、利用した件数。
展覧会アンケートの該当項目を点数化（※1）したもの。
展覧会アンケートの該当項目を点数化したもの。
市民会館利用者アンケート（※２）の総合的満足度を点数化したもの。
モニタリング調査（※３）の該当項目より計上。
モニタリング調査の該当項目を点数化したもの。
当館職員、博物館ボランティアが、車椅子での移動（段差部分等）の介助、筆
談等で見学を補助した件数。
博物館発行の図録や書籍の販売冊数の合計。委託書籍は含まない。
書籍以外のグッズ類販売（自主事業）の売り上げ。
モニタリング調査の該当項目を点数化したもの。
モニタリング調査の該当項目を点数化したもの。
学芸員が市民つどいの間を清掃した回数。定期的な（日々の）清掃を除く。
モニタリング調査において、市内在住かつ初来館であると回答した利用者の割合。

「観月会」「ミュージアム・コンサート」、その他セレモニーなどの参加者総数。
交流事業に分類されている事業のうち、学校見学対応は含まない。
市内外の学校との連携の累積件数（※４） 。見学会、職場体験、学芸員による講
演や出張授業、学校（クラブ）によるレセプションへの出演など。
大学との連携の累積件数。特別展のための合同調査、インターン受入、学芸員
による講義、学生のスタッフ業務など。
各種団体との連携の累積件数。団体代表者への寺子屋講師依頼、学芸員による
講演、展覧会や事業への協力など。
市民団体との連携の累積件数。市民団体とは、市民が文化活動、NPO、ボランティ
ア（農・商工・医療福祉以外の分野）の活動を行う団体。
学校以外の公共機関（公共博物館を含む）や行政機関との連携の累積件数。事
業共催、展覧会協力、行政職員への寺子屋講師依頼、学芸員による講演など。
モニタリング調査の該当項目より計上。
野田散策MAP「土産物編」の印刷枚数。なお印刷したものはすべて当館内で配
布している。

評価指標
資料収蔵点数
寄贈された資料件数
寄託された資料件数

購入した資料件数
移管された資料件数
燻蒸回数
収蔵庫、展示室ケース内の粘着トラップの点検回数
本館収蔵庫での作業日数

上花輪収蔵庫での作業日数
学芸員の講演・講座等の講師件数
学芸員による館外調査の件数
館蔵資料閲覧の件数
過去2年間の新規収蔵資料の展示公開割合

他機関への資料貸出件数
他機関等への画像の提供、利用許可件数
博物館開館日数
市民会館開館日数
博物館入館者数
博物館1日平均入館者数
特別展・企画展の平均リピーター率
市民会館の入館者数

市民会館1日平均入館者数
市民会館貸部屋稼働率
市民会館の貸部屋利用団体数（市内）
市民会館の貸部屋利用団体数（市外）
特別展・企画展の平均満足度
博物館の雰囲気、居心地に対する満足度
貸部屋利用者満足度
職員・スタッフの対応を受けた来館者の割合
職員・スタッフの対応を受けた来館者の対応満足度
しょうがい者、高齢者等で、見学に補助が必要な方へ
の対応件数
博物館刊行物の販売冊数
刊行物以外の品物の売り上げ
駅からのアクセス満足度
自家用車によるアクセス満足度
学芸員による市民つどいの間の清掃の回数
新規来館市民の割合

交流事業の参加者総数

小学校、中学校、高校、専門学校との連携件数

大学との連携件数

各種団体（農・商工・医療福祉）との連携件数

市民団体との連携件数

行政との連携件数

当館のまちづくりの拠点機能を知っている市民の割合
土産物マップの印刷枚数

小項目

資料の収集を
行えているか

資料の保管状況は良好か

収蔵資料は利用・公開し
やすいよう整理が進めら

れているか
学芸員は調査研究発表を

行っているか

収蔵資料を
公開しているか

開館日数は十分か

施設の利用者数は
保たれているか

来館者は利用に
満足しているか

ミュージアム・ショップ
は機能しているか

博物館・市民会館へ利用
者は迷わず来られるか
清潔さは保たれているか
これまで博物館を利用して
こなかった市民に利用され
るようになっているか

施設が市民の交流と
連携の場（ハブ）の
役目を果たしているか

地域産業のPRになる
取り組みをしているか

中項目

①博物館機能
を充実させる

②利用者サー
ビスを図る

③市民の交流
の拠点にする

1
2
3

4
5
6
7
8
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10
11
12
13
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15
16
17
18
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20
21

22
23
24
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26
27
28
29
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32
33
34
35
36
37

38

39

40

41

42

43

44
45
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を
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物
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や
コ
ミ
ュ
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ィ
が
集
い
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す
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博
物
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2013年度
22,625点
98件
0件

16件/804,550円
0件
1回
4回
13日

18日
5件
86件
20件
100%

4件
47件
264日
309日
31,328人
118.7人
54.2%
46,276人

149.8人
96.1%
986件
36件
89.4pt
87.4pt
－
86.8%
90.1pt
1件

543冊
93,080円
－
－
5回
21.1%

170人／2回

41件

10件

57件

44件

15件

－
－



2007年度
12人
－
195回
12回
－
11件

11件
0回

－

5,404人

21人

9人

－
－

3回
4件
－
1件

2008年度
50人
－
76回
2回
－
9件

22件
1回

40,522件

4,909人

16人

19人

－
－

2回
2件
－
1件

2009年度
80人
－
70回
6回
－
8件

14件
1回

56,828件

5,969人

16人

13人

－
－

13人
（うち新規2人）

16回

16回
4件
－
1件

168人

2010年度
45人
－
107回
6回
－
8件

18件
3回

61,531件

8,510人

16人

14人

－
－

11人
（うち新規0人）

22回

22回
8件
137件
2件

348人

2011年度
55人
－
123回
16回
167回
8件

14件
1回

52,021件

8,113人

20人

9人

8.2％
46.4％

11人
（うち新規0人）

19回

5人
（うち新規0人）

13回

32回
6件
154件
2件

480人

2012年度
38人
3回
194回
12回
188回
6件

10件
1回

50,807件
※4月～2月まで

8,475人

17人

16人

15.4%
38.9%

10人
（うち新規0人）

20回

6人
（うち新規2人）

23回

43回
7件
170件
2件

449人

凡例
特別展の初日に行われるオープニングレセプションへの参加者数。
博物館評価の一環として市民から博物館へ意見をもらう懇談会の開催回数。
日々の業務の中で市職員が来館した回数。館務日誌から計上。
公式・非公式を問わず来館した回数。
当館職員が業務のため市役所を訪問した回数。
TVのニュースや特集番組で当館及び当館事業が紹介された件数。ケーブルテ
レビを含む。
新聞で当館及び当館事業が紹介された件数。
市民会館がCMや映画等のロケ地として使用された回数。実績はTVドラマ、
TVCM、CDジャケット撮影、雑誌撮影など。非商用の撮影利用は含まない。
ホームページのリニューアルによりカウント方法が変更（※５）。ホームページ
管理業務委託者より提出される月例報告を元としたセッション数。ユーザーがサ
イトに訪れた回数で、30分以内の同一ユーザーの再訪問はカウントされない。
「市民コレクション展」「市民の文化活動報告展」「市民公募展」「市民アート展」
など市民参加型企画展開催時の博物館入館者数合計を、企画展開催回数でなら
したもの。
寺子屋講座「まちの仕事人講話」と「芸道文化講座」の参加者数合計を開催回数
でならしたもの。受付簿を元に計上。
「自主研究グループ育成講座」「キャリアデザイン連続講座」「キャリアデザイ
ン講演会」「ワークショップ」「親と子の茶道講座」の参加者数を開催回数でな
らしたもの。受付簿を元に計上。連続講座の場合は延べ回数＋延べ人数で計上。
モニタリング調査において、親子あるいは3世代で来館したと回答した利用者の割合。
モニタリング調査の該当項目より計上。

講座後、自主研究グループ結成の呼びかけに応じて参加した修了者の人数。結
成年度以降は当該年度末時点の会員数。（　）内は、当該年度に新たにメンバー
に加わった人数。
「野田古文書仲間」が活動した回数。博物館で把握している活動を計上。

講座後、自主研究グループ結成の呼びかけに応じて参加した修了者の人数。結
成年度以降は当該年度末時点の会員数。（　）内は、当該年度に新たにメンバー
に加わった人数。
「なつかしの道具探究会」が活動した回数。博物館で把握している活動を計上。

これまで発足した自主研究グループの活動実施回数の合計。

人材バンクに登録された人数。
人材バンクを閲覧、あるいは職員が人材バンク情報を利用して人材を仲介した
件数。
博物館ボランティアの通常業務、および月例の連絡会、研修会への参加人数。
ボランティアの出勤簿を元に計上。

評価指標
特別展オープニングレセプションの参加者数
博物館懇談会の回数
市職員の来館回数
市長、副市長、教育長の来館回数
博物館職員の訪庁回数
TVで博物館が取り上げられた件数

新聞で博物館が取り上げられた件数
ロケ地としての利用回数

ウェブサイトのアクセス件数

市民参加型企画展（年1～2回）の平均入館者数

寺子屋講座（年22～24回）の平均参加者数

キャリアデザイン事業（講座関係）（年7～ 10回）の平
均参加者数

親子、3世代来館の割合
「市民のキャリアデザインの拠点」機能を知っている来
館者の割合
2009年度自主研究グループ「野田古文書仲間」の人数

2009年度自主研究グループ「野田古文書仲間」の活動
回数
2011年度自主研究グループ「なつかしの道具探究会」
の人数

2011年度自主研究グループ「なつかしの道具探究会」
の活動回数
自主研究グループの活動実施回数合計
事業参加者のうち寺子屋講師を務めた人の件数
人材バンク登録件数
人材バンク閲覧件数

博物館ボランティアの活動延べ人数

小項目
博物館は市民と意思疎通
する機会を設けているか

行政は博物館・市民会館
に関心を向けているか

情報を発信しているか

市民が関心をもち、
事業参加しているか

市民がキャリアの
ステップアップを
図っているか

中項目

④市民や市役
所との意思疎
通を図る

⑤博物館の活
動を広める

⑥市民のキャ
リアデザイン
に貢献する
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2013年度
46人
3回
223回
18回
138回
3件

10件
2回

16,343件

7,987人

20人

18人

7.3%
－

20人
（うち新規12人）

19回

7人
（うち新規1人）

24回

37回
4件
190件
0件

549人

※１　展覧会アンケートの 4段階の選択肢の上位から 100、75、25、0ポイント（pt）を付与し、当該項目回答者総数で除して算出
　　　した点数。
※２　市民会館の頻繁な利用者（おおむね月2回以上利用する団体のメンバー）に直接アンケートを手渡して回収。2007年～2010
　　　年度非実施。2011年度回収枚数66枚。2012年度、2013年度非実施。
※３　開館日から無作為に抽出した 10日、9時～17時の間、当館入口（門 2か所）から出てくる利用者全員を対象に（団体等複数人
　　　の場合はその内の 1名）対面式 (インタビュー形式）の調査。2011年度より実施。2011年度回収枚数 306枚。2012年度回収
　　　枚数266枚。2013年度回収枚数262枚。
※４　市民個人ではなく、市内コミュニティ（団体や組織）との「つながり」が出来たものを1件として累積計上。資料調査、講演協力、
　　　団体や組織としてのイベント参加及び協力、施設管理に関わるもの等を含む。
※５  2013年４月１日にリニューアルしたホームページを公開。それに伴いアクセス解析のソフトも webalizerから
　　　GoogleAnalyticsに変更になり指標も変わった。アクセス解析の指標の数字が大幅に下がっているのは、ソフトの計測方法の
　　　違いによるものである。

2012年度年報紀要に公表した数値のうち、「67.人材バンク閲覧件数」は集計に誤りがあり、このたび修正をした数値を掲載いたしま
した。お詫びして訂正いたします。

：該当する事業が開始されていない年　　－：データがない年
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